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へ，，
方
は
、
ど
れ
を
た
だ
そ
o'

ま
ま
に
見K

い
る
。
•ゴ
ー
ル
ド
、
ス
ミ
ス
.
な
ん
か
に
な
り
ま
し
て
も
v

l

mが
藉
續
焓
れ
、
人
間
が
廢
颓
す
る
^

 

様
を
慨
歎
し
.て
は
お
り
ま
す
。
が
、'少
く
も
、
美
し
い
昍
園
の
野
趣
を
«
び
は
し
て
も
？
岛
然
的
狀
態
の
復
活
を
見
よ
う
と
す
る
が
如
き 

ど
と
の
な
い
善
良
な
保
守
主
_

奢
な
の
で
あ
及
ま
す
。
こ
れ
等
の
文
學
者
は
、
ち
よ
'う
ど
ス
，ミ
ス
'と
同
じ
く
十
八
训
紀
に
坐
茌
し
て
い
た 

人
^

ち
で
あ
り
ま
す
が
、
や
は
.り
こ
力
いつ

，：

た
考
え
.方
が
ア
ダ
ム
：
•
：ス
ミ
ス
に
も
存
し
て
い
た
の
で
’は
な

い

で
し
よ
う
か
。
勞
働
無
產
階 

ノ

級
に
對
し
て
同
情
は
海
せ
ま
す
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
生
産
.

I

加
に
よ
I

し
て
ン
こ
I

の
中
霉
が
て
救
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
例 

もf

速
い
過
朱
に
さ
か
の
ぼ
つ
て
、
死
ん
だ
原
始
社
舍
を
今
吖
世
に
復
活
さ
せ
る
必
要
は
‘な
い
の
で
あ
る
。
現
夜
の
あ
る
が
ま
ま
の
狀
態
に 

滿
足
し
て
行
こ
う
。
こ
う
-い
り
た
安
易
な
考
え
方
が
ア
ダ
ム
•

ス
ミ
ス
に
は
稃
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
ん
な
よ
6

b

こ
と
を 

考
え
ま
し
て
、
つ
ま
ら
な
い
講
潢
を
い
た
し
‘
た
次
第
で
ご
ざ
以
ま
す
。
 

、

ど
う
も
畏
い
間
、
聆»
末
な
講
演
を
御
淸
聽
く
だ-さ
ぃ
ま
ム
て
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う'こ
ぎ
い
ま
し
た。'
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園

乾

治
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「

社
.會
保
險
制
度
調
查
會」

1
:れ
答
申

■

會
保
傭
と
一
意
：

頸
か

f

使
：用
せ
，0
机

缓

:5
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^

.し
ハ
ニ
九
四
八
年
舞
沐
ギ
ロ
巧
雇

 

. 

そ
水
.右
：の
雜
法-:
^

次
は
.施
衍
拉
1
:̂
つ
：て
、
:̂
^

る
が
、 

仙
間
の
注
意
鉴
く
に
至
つ
た
の
は
、

/少
く
と
も
前
に
述
べ
た
年
代
以
後
の
事
に
！

®す
る
と
い
つ
て
ょ
い
：で
：蒙€
::
':

:;̂:;

し
か
し
社
#

保
^

と

い

う

慕
■の
.も
つ
例
雜
は
未
だ
決
し
て
明
確
で
は
な
い
。
.
•そ
れ
は
ア
メ
リ
‘ヵ
及
び
、ィ.ギ
リ
ス
；を

け

る

.制
度
の
內 

各
を
撿
射
す
れ.は
判
る
ょ
うH

、

ア
.メ
1

力
.の
制
度
に
於
て
は
被
用
當
對
す
る
一.部
の
社
會
保
險
と
社
•會
囊
と
を
含
む
も
の
と
解
せ 

难

- J
ッ
请
.
-:
#

:

ス̂」

の
：̂
度
_

黎
ヤ
:'
»

彈
に
靡
用
鄭
の̂
み
>'
*

樣
^
也
：求
^ -
メ

：|

^

赏̂

を

對

象

と̂:
'
、̂* ,
會
傲
き
；と.社
會
事
業
？
―
療
制 

成
を
も
含
む
も.Q

と
f

-
ら
れ
て
い
：る
。’
一.
九

四

杂
£

於

區

熏

障

制

馨

嘉

：し
て
い
る
？ Q

-

數
は
、
.ア
メ
.

1
連

邦

社

富
1 

隊
^

の
^

益
し
た
と
と
ろ
に
ょ
る
と
扣
十
八
ヵ
國
に
達
す
る
が
、
そ
れ
等
の
國
々
に
於
け

‘る
制
度
は
い
あ
ば
千
差
萵
別
の̂-
^

で
ぁ
る
。

加
之
、
爾
來
靡
ら
社#
保
險
と
し
て
理
解
せ
ら
れ
た
も̂
を
社
#

保

隙

の；

部
門
と
み
て
、
社#
保
險
と
い
う
^

り
に
社
#
保
障
と
い
う 

■

.「

社
會
保
障
制
度
に
關
す
る
勸
带

」

の
成
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き

換

，え

る

こ

と

才

ら

決

し
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崖

で

な

5
。

•
斯
く
の
如
く
し
て
社
#

保
障
と
^

ぅ

言

葉

が

多

く

且

つ

麂

く

使

用

せ

ら

れ

，る
：に
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•
•
伴
れ

V
、

‘ぞ
の
指
示
す
る
.內
綷
が
強
し
く
相
興
し
、
殆
ん
ど
統
一
が
な
い
と
い
•
つ
て
も
ょ
い
程
.
で
あ
る
。
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l

が
國
：£
.難
' ^
;
滅
#

保
»

と
：い
ぅ
|ーー_

が
.使
用
：龙
ぢ
权̂

保
險
制
成
調
盗
會」

が
、
三
つ
の
‘
特
別
委
员
會
を
設
け
‘
で
現
行
社
食
保
險
制
度
の
統
^

'.
.

改

善

、
，
失

業

保

險

制

度

の

创

設

？

社
會
保
障
制

.
' 

;-
:
-_

の

褒

；の%

め̂

調
_

'

.硏
咦
を
行
_

だ
：
の
；
漏
_

次
麗
；
^

^

後
策
を
考
究
す
る
た
め̂

「
社
會
保
險
制
谏
審
議# .」

が
設
置
せ
ら
れ
た
と
き
、
旣
に
社' #
保
隙
が
話
題
に
、上
つ
た
こ
と
も
あ
る
。
し
か 

し
.霧
議
會
に
於
て
は
何
、等
見
る
ベ'き
成
猓
を
擧
げ
る
こ
と
が
出
來
噫
か.つ
^

'

.そ
れ
は
兎
に
角
と
し
て
こ
の
審
議
會
を
繼
承
し
た
と
も
見

「

'';
:

.

:

::;
'
:
;:匕
^

「

社
燴
保
1

^

_歟
綱
_

に
於
文
烛
先
ず̂

諸
部
鬥
と
羝
接
な
る
關
係
を
冇
す
る
も
の
な
る
根
水
理
念
を
明
加
杧
し
、
そ
の
糨
锆
と
し
て
は
_

民
を
被
爪
^

、.
自
營
漭
、
無
業
者
の
a

;'
■

:
”.:
>)
-
拓
分
類
ぢ
"
爹

病
3

_

#

:

.

«

• 

.....
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1
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-

を
支
給
す
る
。
：«

し
セ
給
''
#

漱
.巖
低
生
勝
を
：保
障
戈§
建
前
か
ら
原
：則
お
；
^

て
祝
得
額
祀
關
係
ぼ0

均
^
4 

.
へ 

:
-'
-

'

_

:比
_

ぜ
^

^

:«:
用
裏
ぬ
_

濟
は
ぞ
9
.難

麗

：(0
'
寒

欽
1

.

:定
割
免
^

全
翎
と
給
付
費
の
一
部
を
支
出
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。

•

^

こ
の
制
度
の
運
は
'統

一
し
た
機
關
に
一
冗
的
に
、當
.ら
し
め
る
の
で
來
る
。
次
. 

•に
保
隙
の
内
浴
で
あ
る
が
、
傷
病
に
對
し
て
は
治
癒
す
る
ま
で
療
養
と
手
常
金
を
、

.
被
川
盏
の
み
な
ら
ず
自
營
漭
に.も
支
給
1>
>
:
戀
疾
に 

‘g

し

て

は

そ

の

獲

に
f
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彥
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亡
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し
て
I

祭
料
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孤
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&

れ

年

舍
f

し
、
出

產

に
，
_ 

樹
し
汰
は
■

產
^

現
物
瀚
册
：9:
—
に
：規
金
給
: #
を

凍

給

故

ぐ

育

想

衡-
ズ
妹
兒
棄
：费
赏
金
も
マ̂

:
::'
1
>
沈
^

!

:

}

?

_
ホ
1

^

子
;5
:

^

芄
.歲
^

巧
給
_

^

ハ
失
業
概
爾
上
_

は
就
議
:^

の
で
あ
み
。
じ
か
し
と
の
制
度
を
實
施
す
る
.に
つ
：

S

•て
.は
、
我
が
闕
の
經
濟
及
び
財
政
の
實
惝
に
照
し
合
せ
て
順
次
に
霞
手
1

己
と
.
と
. 

ー：1>
、)

*

-.
遐
階
£

_

^
: €
» :
に
,

養
給
付
3
.麗
戴
1

«:
'

婦
_

^

M

S

省

金
'

. ^

業

竽

當

金A
但
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通

一

文

囊

ん->妻

藏

簾

钇
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麵
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_

,

認

め
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_

她

_
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^

る
：
の#

枣

る.。
べ'第
-_
:
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階

：£
於

で

：
僵

常_

»

_
备

病
^

^

思

囊

萍̂

:.は
||
1
;營
：赛
.

釾
^

ズ
期
限
_

ぬ

疆

：手
_

备
駕
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陴
段
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吃
_

-

金
、
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为
段
階

-

於
次
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,

以
上
歡
略
を
述
べ
た
‘と
こ
ろ
で
も
明
か
な
よ
ぅ
に
こ
の
制
度
ば
文
字
通
り
全
國
埒
を
對
象
と
し
、
給
付
に
つ
い
て
も
被
用
，者
僩
.重
に
陷
. 

.&
:

冷
、
自
營
者
、-:
'

無
業
赛
に
.も

戰

：々

矽

給

付

を

吏

礆

舁

.齡

醵
»:

は
»

得
吟
比

部

韵̂

な
^ -

ー̂

^

依
良
で
へ
，ィ
キ
--
!
)
,ス
.
.の
.ビ
.
.ハ_
.ギ
ッ
：.シ
：案
よ
り
も
或
る
："點
に
.於
'て
.は
5
1
色
め
も
の
と
'
い
い
得
る
■で
あ
ろ
ぅ
。
_し
，か

し

X
J

れ 

:

.に

要

ず

：る
.費
用
如
堪
だ
勝
大
衣
，：昭
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1
1
;
:
1年
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^

所

傷

め1
1

1
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丨
^

ン
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當

賓

匕

も
'に
&:

■.蕙
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下
名
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が
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な
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こ
と
と
す
る
。
孩/f
j

潜
の
公
.傷
病
に
就
て
は
別
に
勞
働
者
災
密
補
惯
實
住
制
度
を
設
け
、
公
傷
游
に
對
す
る
攝
養
、の
給
付
は
也
威
袓
合
ル 

は
職
域
紙
合
を
しV

行
わ
し
め
、
こ
れ
に
耍
す
る
费
用
ば
前
項
の
保
險
制
度
ょ
り
挪
込
ま
し
ぬ
、
ま
た
地
域
組
合
、
職
域
組
合
、
各
別
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W

保
險
制
度
を
設
け
る
。.給
付
に
就
て
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地
域
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合
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內
容
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擴
充
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現
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保
^

*

の
5|

上
げ
.、
0
0 

:.

バ
給
付
の
.制
限
试
、
'
琪
樣
國
民
經
濟
.及
が
社
書
勢
：に
^'
^

て̂

擔
の
み
で
，如

る
'
.
.
.當

.1
0
1
ず
.る
傲
猶
猶
政
.
の
危
猶
'に
.對

處
,^
:

^

緊
急
措
異
^

し
^

;
#;

種
0

疾
病
«

險
に
對
1>
.
.一"割
の
國
庫
負
擔 

.

を
行
ぅ
た
め
に
、
來
る
臨
時
國
會
に
於
て
緊
急
措
置
胞
ぴ
•
に
豫
箅
措
^

！を
講
が
る
必
要
私
ぁ
る
と
い
ぅ
：歡
皆
.で
务
ゲ
。
：..：
-.
'

.:
, 

ソ
.：
-.
-'
-

こ
@

勸

街

は

政

府

：の
會
掌
す

.る
健
康
保
_

&

^

^

が
、
こ
れ
が
對
策
と
し
て
考
え
ら
れ
た
幾
、つ.
加
の
.访
法
、
、®

^

濫
療
.
の
問
題
に
關
連
し

.て
被
保
險
者
.の
^:

用
、の

：一：

.；；部
負
靖
、ノ
給
付
.の
制 

.
へ'
'.(

腺
、
料
痛
の
引
^

げ
は
利
：&

係
者
を
#

,
し
<:
.
;
刺
熾
じ
^

^

^

て
活
潑
な
論
議
が
闘
^

^

れ
：、4
ま
长
學
者
侧
私
ら
も
國
庫
負
檐
.
の
堇
f

 

.る
と
泛
私
匁
諌
¥

の
多
^

: 0
0-
耍
望
で
;-
*
>
る
: «
:

險
給
付
費
め
％
部
龙
國
1
§

^

と
戈
^:

問
爾
妹
#

^

_

^

を
携
え
て
常
局
と
接
衝
，を
重
ね
て
要
蜇
を
賞
徹
す
る
こ
と
を
努
め
た
の
.
で
あ
る
が
、
こ
の
勸
小

2

の
效
粜
と
し
て
は
、.
そ
の
後
に
至
々
大
藏 

か̂

-:
&
«金
部

.0
0
;資金
；十
億
:1
1
1
.
を

.融
掘

1.
:
^

で
、
木
旨
は
'
遂
に
沒
却
せ
ら
れ
て
終
つ
た
。

，

• 

. 

.
，
 

、
 

，

•
•'
.

■ 

較

街

活

：保
護
制
虡
に
關
す

^

勸
€

:

:は

始

办̂

國
具
の
，最
低
.

_
活

保

障
制
度
炊
確
.立

於

關

本

令

總
會
か
ら
持
越
さ
れ
て
、
九
月
の
總
會
で
採
擇
せ
ら
れ
•た
も
の
で
、
第
七
囘
國
含
に
於
け
る
坐
活
保
饑
法
の
改
正
の
：

c
n子
と
な
づ
允
内
容 

を
^

つ
•て
い
る
。
先
ず
第
ー
、
股«0
と
し
，て
は
國
は
凡
て
の
國
民
に
對
し
こ
の
制
度
、の
{
此
め
る
^

こ
ろ
に
ょ
4

最
低
化
括
を
保
陣
す
る
、 

そ
：：の
：：最
低
生
溶
：は«

康

に
'1
/
て
文
.化
的
：な
坐
活
を̂

'
出
來
ぬ
渚
は
常
然
に
公
の
扶
助
を
請
求
し
得
る
建
前
と
す
？"
こ
と
、■
狄
助
の
申
請
.を
却
下
せ
ら
れ
た
苕
及
び
现
に
受
け
て
い
る
扶
助
就• 

き
不
服
の
卺
る
衮
は
、
そ
の
娃
正
を
法
的
に
.請
求4

得
る
ょ
ぅ
に
す
，る
と

.
と
、
保
護
の
缺
格
條
項
を
明
確
に
.す
る
こA

J、

第
ニ
、
毀
施
要 

.镝
去
し
ボ
释
：：2
:)

葆
識
機
關
牝
就
>?
:

市
观
村
の
^

用
の
#

V
^
J
.
^
:

1
分
:©
.
:
1
_國
；|
嗔
擔
^

る
:̂
1

:

、
，齋

務

漱

敢

に

關

す

集

準

則

を

隹

め

^

-

務
m

a

者
の
實
任
を
明
か
に
す
る
こ, 

名

，
保

護

脊

麻

及

び

#
謹

翁

ぬ

案

覆

廣

げ

省

響

療

篇

關

淞

對

灰

:;
:v
'市
■

村
廣
鑛
'は
薇
莶
免
尨
ム
得
る
&
モ

る
狀
態
に
あ
る
苕
を
發
見
し
、
，保
護
の
實
施
に
關
し
必
要
に
應
じ
て
市
町
村
長
：に
意
見
を
述
べ
、
保
護
を
受
け
る
遨
の
泶
活
指
導
に
就
.い 

て
市
町
村
長
と
協
力
す
る
こ
と
、0

1
)

保
謹
施
設
に
關
し
て
は
、
'
そ
の
橄
類
及
び
定
義
を
法
律
に
於
て
明
に
す
る
こ
と
、
そ
の
設
置
及 

tf

廢
班
は
»

道
艘
縣
.刻
事
必
：暴

驴

％
要

す

贫

犮

^

)

都
道
府
縣
知
事
»

載
備
斯
敗
|

^

''

」

.へ：
'.
:.::.
.
.
:
襄
會
做
障
制
度
後
關
す
.
々
勸
©

ー.の
：
成

與

：
'
厂

'-
:

.
,
.ぃ
.'
:
:
.

」

>

,'
;

'
.
: 
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l

s

:

,-
-
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顏
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»

_
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^

_
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_
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;

i

:̂
,
:
'

す
雷
魯
を
迎
化
し
公
‘
Q

.3
5
C
配

せ

と

'
.
.證

’
都
道g

縣
&

し
、

一
層
餐
驗

,

_

護

離

脚

似

.！̂

リ
，戲
«

艰
響
:»
::

|

^

_

_

關̂
:^
^;
_

«̂
]

^

|

|

_ば
&

濟
m

生
施
設
を
顿
先
し
、
防
擎
：！1
立
の
機
能
を
發
揮
す
る
ょ
ぅ
に
>

 

第

一
.I

力
\

ド

の
#-
へ

方

を一
部
很
沽
す
る
こ
と
、
新
.に
敎
宵
扶 

助
、
件
宅
抉
助
を
響
V

る
こ
と
、(％

p

保

護

览

に

關

し

て

，
は

地

方

ft
®

の'
輕
減
友
圖
'る
こ
と
、
市
町
村
の
褂
W

贺
の
ニ
分
の一

を
國 

に
於
て
負
奶
す
る
こ
.
と
、
降
及
び
地
方
公
共
陳
體
は
こ
の
5to

度
.
の
實
肅
^

要
す
る
十
分
な
§.

金
額
を
豫
鮮
に
計
上
し
1-
1

.
つ
支
出
す
^

. 

と
を
汉
#

に
明
能
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
ょ
つ
-T

從
來
f

4-
:

活
保
歡
制
设
の
慈
惠
的
色
彩
が
^

金
に

拭
-v
i

击
ら
れ
.、
權
利

と

し

て

國

扃

が

義
;;
^

»
§

建

徽
_

'^

抵
龙
*

_

'«
*

_

:«

制

谏
_

_

;

^

,猶

聚
_

1

^

譏

式

方

法

，の

ニ

本

铿

で

あ

る

こ

と

名

不

十

分

な

が

；
^
•
一

 

應
確
立
せ
ら
れ
た
の
で
‘

る
。
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■
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,
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-
■
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へ-
.
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.
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議

；
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；麵
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- 

•
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. 
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-• 

.
•
.
.
.
.
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.

.

.

.

.

. 

•

■

植

懂

康

囊

會

道
_

■

痛

敵

艰

遺

碧

：秦

の
#:
;

靡

太

：灸
^

蟹
せ
ら
れ
た
。
乃
ち
主
月
の
總
#

に
於
て
、
從

の

小

委

■

を

解

沿

し

备

底

嘗

■
:
1
:

ノ

證

：の
ヒ

以
.て
_

诎
_

道

_

_

:

鍾

き

：_
:

馨

冷

委

：員

售

迤
,

^

繳
洽
企
_

^

.

.

&2L

.、

の 
|澈
燦
項
を
.;
;

.

^

L

.

.

I

l

*

i

i

I

^

*

«

.(
D

%
-'
,
-
>
/
.
八
、.
v^'

办
.»

事
；項 
_を
.分
擔
大
_る

.̂

と
.
.
.を
.
.主
な
莊
務
.と
す
.
.る
ど
 ̂

に
'
%

つ
た

？
こ 

の
：
改

進

；
着

の

.小

象1

會

に

於

妙
_
.る
：
*

亦
_

硏

究

調_
.

"

:遍

毙

了̂̂ 

處

现%

略

か終
っ

た

の

 

',
^

明

年
,-
:̂

為
;^

和】

：
ー

璧

年

六

舟

頃

：
ま

：
で

.餐

會

保

障

制

度

：に

.關

真

る.骨

組

；
を

立

襄

豪

；
ょ

5:
:

^

: 

筋
潑
な
談
茶
、
:5
/

案
、
審
議
を
進
め
る
た
め
の
新
體
制
で
あ
り
、k

に
■各
委
員
會
か
ち
‘數
名
の
幹
事
委
'
'員
を
.
.擧
げ
、
ィ
と
れ
.等
.の
委
^

;
'
:心
と
^

:7
:

:

«
# -

保
隙
制
度
：爵

案」

'(
0
;
作
成
に
_

1

變

で

&
:
运

塞

:耐
し
.て
鞭
_

委

員

霞

於

て

は
.1:

月
被
旬
以
來
約
半
年
の 

:
間
、
硏

究

調

莶

、
；協
籮
じ
た

&

果
，H

ハ
月
に
至
：穿

へ

：摘

の

成

缑 

し
た
。「

社
愈
保
^

制
^

硏
^

試
案
要
雜
^

と
稱
せ
^

れ
’
る
も
の
が
こ
‘れ
^

ぁ
る
。
：
.

.

こ
の「

澈
案
要
P

L-

:の

作

域

に;:
*

て
.は
.關
係
各
方
衙
め
協
カ
を
得
た
の
で
ぁ
る
.
が
、
、
提

出

せ

ら

れ

喪

多

數

：

§

資
料

め

中

で.も

厚
生
潜®- 

.

.務

局
^

;
響
«

:«

關

，
の

整

備

骨

眷

パ

»

麗
會
事
.務
局
.

：

』

8

會
保
障
基
本
要
綱
試
案
1_
-
で
；厚
坐
#

保
^

£

:
の
：廣 

「
社
會
保
障 

盤
備
要
綱
梁」

.

は
最
も
異
色
の
も
.
©
で
ぁ
っ
た
。
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' 

•

へ
：
；
.：
：
事

務

揭-^;
n
a

本
！̂

試
案
,

释
#

*

囉
金
給
^

パ
调
；；：ぞ'の
：馨

に

：就.て
見
.る
'
^
1
金
給
付
0保
微
は
悤
給
_度
_

'
十
五
-«
:
,給

墓

，额
ば
定
翁
、：̂

の
.費
用
は)

：1
»

金
：
楚

額

淛

、
瓦

；
部

&

齡
酬
：

g

例

制

を

潰

麥

_る
、
ま
た
健
康
保
險i
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(D

'
制
度 

^

、
：組
:;
^
以
外
め
■
.

の
：尨
敗
府
管
掌
：と

し

:̂

^

馨

生

' «
と

：
し

、
.ー；前

者

先

霸
;^
.
_

は
：事

署

め

藥
*
^.
^

^

め
匕̂

ぁ
る
。‘
翳
燎
組
織
に
就
て
は
極
め
て
杣
象
的
な
記
述
で
ノ
具
撤
哪
題
に
就
て
は
則
途
に
考
慮
す
る
-
こ
と
に
し
て
い
る
。
こ
の

r

載
木
耍
綱 

試
案」

は
そ
の
金
體
の
.權
想
が
社
會
保
障
制
度
^

し
て
は
稍
々
狹
き
に
失
す
る
憾
は
ぁ
る
が
、
初
期
の
試
案
と
し
て
は
立
派
な
も
の
で
、 

後
に
贝
に
こ
れ
を
補
究
す
る
も
の
と
し
て
.「

一
般
國
民
に
對
す
る
:
霖
婦
年
金
と
隙
畨
苹
金
制
度
の」

一
つ
の
稱
tl」

が
四
月
に
入

0.

て
提
■ 

出
せ
ら
れ
た
。
ヒ
れ
は
甚
婦
年
金
は
戰
斯
未
亡
人
六
十
捣
人
を
獄
象
と
し
、
ど
れ
に
月
額
一
千
圓
の
年
金
給
攸
を
支
給
*
し
、
被
用
者
を
除

_

■

韻
_

_

歲

暴

論

■

雲

畫

國

顏
1

■

■

■

裏

_

;§
:

_

蟹

寒

免

^

て
給
付
を
行
ぅ
^-

の
で
ぁ
る
。
-,
. 

. 

• 

'
 

’
'
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,
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W

保
隙
制
度
に
棚
ナ
か
勸
世」

の

成

金

.
■ 

- 
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•

.
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1
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«

坐
^

取
.

_

會
^
^
盤
■■
*

要
綱
驚J

ま
*

'

^勝
黎
：省

取

傲
«

蘭
1

取
心
4

も
で
ま 

缀
わ
•

、
:»
_

^

^

お
た
.顧

果

通
«

上
;^

发
.

0

ー
潘
';
^
5

舊
«

會
傲
霖
.
‘
_

ー|
賢

:
:
:: 1

獅
■

■

•£
:編
.

；
a
里
®

■

歡

六

輝

截

,:

民

部
：：

舊

金

庫

せ

蕾.部
.寡
■孤

满

年

金

ぬ

.

.
■ 

ぐ
'
:
.
へ
.こ
^
|
*
盤

|
|
^
綱

1

*汰
縣

名

雛
.3
と
第」

顧

1±
會
傲
觀
カ
»
;

1.:

部
敗
用

傲̂
險
樣
現
fl
の
健
康
^
£、ゾ
痕
-̂
维
金

' 船
黃

»險
、

.ぐ
國
家
公
■
,1
通

篇

合

:>
失
業
：保
險
，̂

災̂

脊

補

償

嘗

洗#
恩
猶
制
_
玄
令
切
包
粗'與
：ビ
れ
を^
^
^
^

の
^
&忙
紘
合
1，
保
險
祺
：
 

'敌
は
老
齡
ン
へ̂

ハ̂
^

—

^
業
ロ

-̂
濟
へ

傷̂
ぞ
分
錄
士
求^
/̂

-

の
美
給.に

■
ば
通
食&
:黑
_
を

爾
: ^

:

_

_は

被

用

象

響
.の
輪
；付
_

カ
ち
^
^

.負
檐
_

:
家

喪

國

通
«

、
道
.

着
_

賴

：：遍
制
入
：院
，:§
せ
_

結

灣

藤

精

.
»
神
病
於
耍 

パ
災
齊
の
瞼
#

敷
は
#
用

者

ぬ

垒

變

谵

士

ず

兔;:
/
:
•震

露

姑

實

收

質

鈒

吟

ょ

灰

揽

酬̂

:
:場
合#

保
糖
軿
，

^

ぢ
弋
紕
合
：が

.

漱
ず.

る'"
-
°
_

金
給: #

_

費
用
ば

^
^

所
謂
賦
課
武
に
よ
る
の
で
あ■る
。
-

“
• 

, 

^
 

>

.

:

こ
ぐ
次
：

に
：：

第
m

舊

通

遷

險
.

に.
.於'

作
ほ
；章
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通
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と
す
る
も
匕
の
外
、
醫
獠
制
度
、
醫
療
組
織
、
そ
の
他
に
就V

、
.

公
，的

醫

癍

機

關

の

整

備

、
開

業

醫

制

度

に

'對
す
る
方
針
、
診
振
報
酬 

の
支
挪
方
成
、
，家
族
乎
當
制
度
の
問
題
に
就
て
も
秫
々
提
言
し
て
い
る
。
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簾
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.
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.て
雜
傲
者
^

ぢ
直
接
意
;»

を
徽
^
. ノ
.
.
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银
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っ
て
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易
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決
定
的
意
見
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引
出
せ
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か
っ
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。
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述
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催
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猶
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參
鸾
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菽
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節
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細
に
内
綷
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比
較
檢
討
ち
れ
ば
と
の
外
少
か
•ら
ざ
る
變
觅
が
見
出
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れ
る
，。
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般
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；
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概
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。
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著
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前
^ ,
:
欠
可
'と
む
る
_

1±
1
-
:
_

^

般
國
良
奴
_

康
^

^

輒
赌
：に 

二「

の
把
場
私
^:
紙
® '
-
め
，
：る
^

ぎ

；事
紙
上
■

修
紙
翁
る
と
^

>
%;

者
^

、
る
こ
と
、
保I

励

に

翁

な

る

こ

と

、
被

抉

響

の

條

件

に

合

致

せ
I

I

包
■

得
1

■

で
I

が
、
霧

：0
末
、
被
用
者 

保
險
に
家
族
を
含
ま
し
め
る
こ■と
に
決
宛
し
た
。
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險
0
經
營
喪
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都

道

歡
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;

•■
■'
.民M

的

旦

统

的

■營
が
鬼
.
一
匕
灰
、
へ
_
夹

齡

權.的
？

:#
僚

的

馨
.ぞ
避
.̂

得

を
.
^

關
り
^

き
こ
と
、
經
營
教
が
熱
意
を
發
揮
し
得
易
き
こ
と
、
地
方
の
醫
療
及
び
か
^

^

组
と
提
携
祀
使
な
る
こ
と
.、
地
方
の
實
情
に
'&
:1
. 

た
運
蛰
が
行
れ
る
こ
と
等
の
顶
山
が
擧
げ
ら
れ
る
-JO

こ
れ
に
對
し
で
政
府
を
可
と
す
冬
理
由
も
ぁ
る
。
そ
.れ
は
全
國
一
苹
に
行
う
^

と
'
が
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:出

來
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匕
ど
ザ
都
遨
：

_

縣
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に
_

け

；
；
る

寶

鈸
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:
;
>疾
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:
■'つ
減
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,軟
國
民
：の
，保
險
に
：於
て
：市
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の
輕
營
を
可
士
す?>
:

理
由
栲
、
；
：
^

^

/
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。
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ァ
f
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こ

と

潘

の

掘■

类

蓄

れ
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險

經

濟

が

察

I

辦
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應
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に
な
つ
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。
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れ
'

f

從
來
の
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保
險
に
は
前
例
の
上
と
の
給
付
が
新
に
採
り
入
れ
ら
れ
る
こ
：
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_
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:

麵
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_

|

|

|
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賺

議

1 1
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と

て
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.
の
缺
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す
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J
,

1
、

卞
肩
は
始
め
の
訐
斑
で
は

『
「

肫
贫
俅
隙
K

關
す
る
勸
小
 =

」

批
2

* t

題
し
て
’
>

.我
冰
國
の
右
の
，勸
斤

"

の
成
立
の
經
過
、
制
度
の
本

'

^

.
籾
^

内
统
の
逐
條
的
，批
判
を
詳
細

S

述
す
る
心
組
で
あ
っ

I

、
紙
福
の
關

.係
か
ら
不
本
意
な
が
ら
前

f

以
て
一
應
打

f

ね
ば
な
、b

ぬ
こ
と
に
な

P

た
o

f e
s

"

成
立
S

S

に
就
て
は
そ
，の
間
に
發
表
ま
た
は
提
出
せ
ら
れ
た
諸
計
著
成
る
ベ
，く
詳
細
に
紹
介
批
判
し
て
-そ
の
歴
史
的
意
義
を
明
に
す

s -

鹄
で
あ
っ
た
が
こ
の
點
も
匙
だ
不
究
个

：

の
も
の
に
、な
っ
て
終
っ
た
。
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：■:
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二
、
木
文
に

1 |
:

會
保
險
と
い
ぅ
の

; +

我
が
_

に
於
け
る
現
行
制
度
と
し
て
、

.
煺
谈
保
儉
、
國
段
徙
版
保
險
、
船
以
保
險
、
拎

/i
*

年
金
保
險
■
努
锶
卷 

災
击
補
愤
伙
險

V

央
業
保
險
、
國
家
公

-務
i-
i

共
濟
紐
合
、
恩
耠
の
諸
制
被
を
指
稱
す
る
の
で
あ
る
。

 

N
 

一

l
j、

參
考
文
献
と
レ
て
は
此

I

I

I

、
i

s

表
せ
：ら
れ

I

文

が

话

あ

'

^

行
.本
名
少
4

ぃ
が
、
|

の
も
の
と
し
て
：は
.辦
議
へ 

#

—

務
局
の
顧
集
に
ょ
る

.

蘇

#

保
_

制
度
に
關
す

.

.る
勸
带
.
の
.
_參
考
.資

料」

，
が

泔

爲

激
.

. ^

な

资

沪

を
>

み
.

^

:1
1

:,
^

參
.考
'
友

實
^

,:
^

>
''
2
.
.
.
.
..
!£
.れ

に
. ^
!
7
:.-
'

.
ル
る
。
•
次
S

藤
文
一一

、

S

秀
夫
兩
氏
共
落
の
，

「

社
哀
際
勸
ル

"

の
成
立
と
解
說

」

は

兩

氏

が

雜

議

謂

責

戈

ズ

沾

躍

ま

傍

ら

多

忙

の

裡

に 

執
築
し
た
も
の
と
恐
わ

4

る
が
、
雨
氏
の
面
目
を
怿

へ
且

っ
興
味
す
も
の
が
あ
る
。
最
後
に
：本
歡
議
中

K;
-

平
i

本

裳

め

：

「

社

- #
#

障
.
へ
：
 

の
逸」

が

公

刊

.せ
ら
れ 
>

’ま
た
校
疋
中
に
促
谈

.
保
險
•
組
合
述
合
會
編
集
の

「

此

會

保

聚

雜

-1

_.(

ー
 

九
五
一
ギ
版

* w

が
公
刊
せ
ら
れ
た
が
こ
れ
を
參
考

.

す
る
晬
[!
1

]

の
餘
裕
が
金
く
々
か
つ
た
こ

.

と
を
泜
憾
と
す
る
。
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四

、

_
本

稿

の主
妞
た
る
社

#

保
膝
に
關
す
る
硏
究
に
就
て
ば
、
文
部
省
の
科
學
硏
究
费
の
交
付
並

.
に
',財

團

法

人

共

濟

協

.#
の
助
成
に
-負

ぅ

こ

と

を

附

:
1

記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
。
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見

れ

日

本

人

1

5

問

題

寺

琢

磨

I
I、：
.
序
.

■
y

分
の
こ
と
は
由
分
，が
.
一
帶
よ
く
.知
.つ
て
七
る
裳
が
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
限
ら
な
い
。

.

H
本

の

ご

と

：
に

つ

.
へ
て
、
^'

れ
わ
&

本 

人
よ
^

も
外
國
人
が
よ
り

p

v>

關

心

を

，
よ

り

正

し

い

認

識

免

^

っ
て
ゐ
る
場
合
は
い
く
ら
で
も
あ
^

.
ぞ
：の
主
た
る
理
由
^;
恐
ら
く
第
一 

に
人
1は
f̂
f

の
I/

物
で
あ
つ
て
、
m

れ
;-
\

ば
：不
便
に
も
案
外
漸
頓
着
に
な
る
か
ら
で
あ
■
ろ
う
.？
親
©
.有
雛
さ
は
親
0 -
あ
る
う
ち
は
判
ら
な 

い
し
ぐ
邊
鄙
故
悉
她

.

^

^

;

ば̂
；
-:
>

0

し

|

都

杧^

_

.

度

止
め
ら
れ
な
く
な'る
の
で
あ
る
。
第
一

1

に
、
、自
己
に
直
！^
つ
な
が
る
も
の
に
對
し
て
は
，冷
靜
な
判
斷
が
.下

し

に
-<
:

い

と

い

ち

と

と

ぐ

あ

:^
:
ー
子
を
填
る
親
.に
如
如
，
必

言

が

、
：事
實
僅
馬
聽
原
則
ザ
_

_

。
希
^

罄
し
て
は
診
斷
を
下
し
に
く
い
と■い
う
。

こ
れ
ら
.の理
由
か
，ら
、
正
確
な
判
斷
忙
は̂

外
者
の
意
見
が
發
も
^

要
で
あ
り
、
從
つ
て
！

I：

本
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奴

遺
.囊

_

漆

■
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■

見

綠

虛

必

坦

货

馨

歲_

荽

：る
：々
■
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.，

艰

.'
*

が

卽

惚

れ：

る
：■

ど
11
1：
界
咖
ら
法
縣
豸
れ
ザ

く
妨
げ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
.。我
次
.は
自
ら
の
認
識
を
以
て
.
取
、捨
選
擰
す
れ
ば
よ
い
の
で't>
,
つ
て
、

頭
か
ら
-
れ
に
砰
を
傾
け
な
い
の 

は
、

一
も
ニ
も
な
く
鵜
稃
み
に
す
る
と
！
：様
、
我
々
の
と
ら
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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